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会社概要（2007年9月中間期：連結）

7760 （ジャスダック証券取引所／精密機器）:証 券 コ ー ド

464百万円 （参考）2006年9月期：464百万円:資 本 金
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:

:

:

:

:

:

:

大阪市西淀川区竹島2-6-10 

（本社/R&Dセンター/大阪工場/東京工場/東京各営業所/海外事業部
/大阪営業所/名古屋営業所/東京テストラボ/大阪テストラボ）

本社所在地

199人 （55名の期中平均臨時従業員含む）

（参考）2006年9月期：191人（48名の期中平均臨時従業員含む）

従 業 員 数

319百万円 （参考）2006年9月期：609百万円経 常 利 益

2,725百万円 （参考）2006年9月期：4,953百万円売 上 高

代表取締役会長兼社長 小嶋 成夫代 表 者

振動シミュレーションシステム及びメジャリングシステムの製造・販売
及びテスト＆ソリューションサービスの提供

事 業 概 要

1957年4月17日設 立

IMV株式会社 （英文社名：IMV CORPORATION）社 名
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沿革 ～会社更生法からの再建

会社設立50周年2 0 0 7 年 4 月

大阪にショールーム開設2 0 0 7 年 2 月

組織・機構改革を実施2 0 0 5 年 1 0 月

名古屋テストラボ開設予定2 0 0 7 年 9 月

ジャスダック証券取引所に上場2 0 0 5 年 7 月

大阪テストラボ開設2 0 0 5 年 6 月

日東精機㈱（現連結子会社）を100%子会社化1 9 9 4 年 9 月

株式会社国際機械振動研究所を設立1 9 5 7 年 4 月

本社・大阪工場を大阪市西淀川区に移転・統合2 0 0 5 年 5 月

国内初のテストラボ専用施設を完成 （東京工場敷地内）1 9 9 8 年 4 月

残3回の弁済計画を繰り上げ、会社更生手続きを終結1 9 8 5 年 7 月

会社更生法を大阪地裁へ申請

小嶋成夫（現社長）が更生管財人として自力再建を開始

1 9 7 4 年 1 0 月
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組織体制の見直し （2007年4月1日）

営業本部の配下にあった販売企画係
を営業企画部に格上げし、営業支援・
販売促進を強化。

営業支援強化

営業本部直下にあった国内の各営業
所を集約し、海外事業部、営業企画部
と同列の営業部を新設。

営業部門の再編

東京工場製品移管に伴い、振動シミュ
レーションシステム及びメジャリングシ
ステムの技術・開発・生産を統括する
執行役員を設置。全体最適化を推進。

技術・開発・生産担当執行役員設置

技術・開発・生産
担当執行役員

営業本部
販売企画係

営業企画部

営業部

大阪工場

東京工場

R&Dセンター
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IMVの３つの事業

振動を再現する

振動シミュレーションシステム

振動問題を解決する

テスト＆ソリューションサービス

振動を計測する

メジャリングシステム

振動シミュレーションシステム
６９．８％

メジャリングシステム
１９．７％

テスト＆ソリューション
サービス １０．５％

振動環境を再現し、振動
に対する耐振性及び改良
の必要性等を評価、判定
するための試験装置です。
振動以外の環境因子との
複合試験にも用途は拡大
しています。動電式システ
ムで国内シェアNo1に位置
します。

工業製品、設備機械、建築
物などに発生している振動
を監視し、データとして収録
後、解析処理する装置です。
設備の劣化診断、地震災
害時の設備緊急制御等に
用いられます。充実の製品
ラインナップで顧客ニーズ
に応えています。

設備や試験ノウハウを持
たない顧客からの要請を
受け、振動試験の受託や
コンサルティング等を実施
しています。様々な顧客
ニーズの取り込みを図って
おり、サイトの増設、サー
ビスメニューの拡大に取組
んでいる成長分野です。

（2007年9月中間期連結）
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決算概要（概況）

全社売上は前年同期比116百万円の増収となりましたが、振動シミュレーションシステ
ム及びメジャリングシステムの販売が計画を下回ったため、期首予想を295百万円下
回る2,725百万円となりました。

売上が予想を下回った影響及び人材投資（前年同期比65百万円増加）・研究開発投
資（前年同期比42百万円増加）等による戦略的費用負担の増加により、経常利益は
前年同期比106百万円減益の319百万円、中間純利益は前年同期比2百万円増益の
199百万円となりました。

人員増強など積極的な事業展開により海外向けの引き合い増加。BRICsに代表され
る新興国からの引き合いが前年同期と比較して約10億円増加しています。

大阪テストラボが本格的に収益貢献。07年9月の名古屋テストラボの開設により、東
名阪の3拠点体制を確立します。

東京工場にあったメジャリングシステムの研究開発機能及び製造機能を大阪に集約。
今後の拡大路線のための布石を打ちました。

オールウェザー対応のチャンバー（恒温恒湿槽）の内製化を開始。併せて、このクラス
では世界初となる小型振動シミュレーターとの複合試験用チャンバー及びマイグレー
ションテスト用チャンバーを開発しました。
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決算概要（連結数値）
（単位：百万円）

＋10.6%

＋105.7%

＋2.6%

＋130.8%

増減率

主にチャンバー事業部門人員の増
加（＋9名）です。

主に小型振動シミュレーターの開発
費用（28百万円）です。

主にソフトウェア製作償却費の増加
（＋4百万円）による影響です。

主に名古屋テストラボ向けの土地
（196百万円）及び建設仮勘定（140
百万円）です。

概要増減額
06/9中間期

実績
07/9中間期

実績

199

82

128

391

＋3125減価償却費

＋221169設備投資額

＋19

＋42

180従業員数※

40研究開発費

※従業員数には、期中平均臨時従業員数を含みます。

＋1.4%

△ 25.0%

＋4.5%

増減率

256

430

3,021

07/9中間期
期首予想

199
（7.3%）

319
（11.7%）

2,725

07/9中間期
実績

196
（7.5%）

426
（16.3%）

2,609

06/9中間期
実績

＋2

△ 106

＋116

増減額

△ 22.2%

△ 25.7%

△ 9.8%

増減率

中間純利益
（中間純利益率）

経常利益
（経常利益率）

売上高

売上が予想を下回った影響及び人材投資（前年同期比65百万円増加）・研究開発投資（前年同期比42百万円増
加）等による戦略的費用負担の増加により、経常利益は前年同期比106百万円減益の319百万円、中間純利益は
前年同期比2百万円増益の199百万円となりました。
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経常利益増減要因分析（連結）

06/9中間期
経常利益

426百万円

07/9中間期
経常利益

319百万円

増収効果
（売上増加額×当中間期の売上総利益率）

＋34

売上総利益率悪化
（前中間期売上高×売上総利益率差異）

△108
販管人件費減少

＋15

販管経費増加
△84

営業外収益増加
＋30

営業外費用減少
＋5労務費の増加

80百万円 等

役員退職慰労
金制度の廃止
42百万円 等

研究開発費の
増加42百万

販売手数料の
増加15百万円
等

雑収入の増加
36百万円 等

07年9月中間期の連結経常利益は、増収効果、販管人件費の減少、営業外損益の増益がありましたが、チャン
バー事業の人材増員などによる売上総利益率の悪化や新製品の研究開発費などによる販管経費の増加があり、
前年同期比106百万円減収の319百万円となりました。
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連結貸借対照表の概要

＋2172,0162,234固定負債△ 107244136その他流動資産

＋57667724その他流動負債△60700640棚卸資産

＋791,0531,133短期有利子負債＋122,4812,494売上債権

△211,2241,203仕入債務＋187498685現金預金

＋1142,9463,061流動負債＋323,9253,957流動資産

＋429

＋72

＋30

＋294

＋397

増減額

7,652

2,357

5,295

365

1,868

07/9中間期末

負債・純資産合計

純資産合計

負債合計

その他固定負債

長期有利子負債

＋3324,9626797無形固定資産

△ 474132,6962,990有形固定資産

＋2651,6023,2973,694固定資産

＋4297,2237,2237,652資産合計

＋962,260533606投資その他資産

増減額06/9期末06/9期末07/9中間期末

（単位：百万円）

資産の部 名古屋テストラボ建設に伴い、土地（196百万円）及び建設仮勘定（140百万円）が増加し
たことにより、固定資産が397百万円増加しました。尚、その他流動資産の減少は主に
未収入金の減少（65百万円）によるものです。

負債の部 ：名古屋テストラボ建設に伴う長期借入れ及び償還期間が1年以内の社債を流動負債
に振り替えたことにより、流動負債114百万円・固定負債217百万円が増加しました。

純資産の部：未処分利益の増加により利益剰余金が132百万円増加しました。
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50周年の取り組み進捗報告（１）

事業投資の積極化

生産部門改革から全社改革
へ水平展開する新プロジェク
トを発足

あらゆる生産改革を断行。協
力会社を集めてのパートナー
会議実施

生産改革の断行

単体製品の外部販売を推進

・オールウェザーシステム用
チャンバー製造・納入

・小型試験機、マイグレーショ
ンテスト用チャンバー開発

新技術開発プロジェクトの
事業化

9月20日竣工予定
愛知県西加茂郡三好町に建
設決定。現在建設工事中

名古屋テストラボの開設

今後の予定上期の取組み

名古屋テストラボ完成予定図（外観） IMV製チャンバーとの複合試験装置名古屋テストラボ完成予定図（内観）
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50周年の取り組み進捗報告（２）

コーポレートブランドの再構築

トップページデザイン変更。
会員サイトコンテンツの充実

・会員向けサイトの構築

・CSR関連ページの追加
Webサイトの再構築

50周年記念配当1円の予定－株主還元（記念配当）

継続実施
事業内容の一般投資家へ
の周知を目的に株主通信を
発行（06年12月）

コンセプトブックの製作

新たなブランドイメージの浸
透に向けて水平展開

ロゴ変更（06年11月）コーポレートロゴの刷新

今後の予定上期の取組み

従来のロゴデザイン 新ロゴデザイン
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50周年の取り組み進捗報告（３）

販売促進戦略の見直し

継続実施

代理店販売員の教育・認定
プログラム。試験機部門・計
測器部門各2回実施。約100
名参加

IMVプロダクツマイスター
制度

次期キャンペーン準備中
テストラボ「DSS試験でDS
ゲットキャンペーン」実施（06
年10月～07年2月）

５０周年記念キャンペーン

展示品の充実
07年2月開設。振動シミュ
レーションシステム・メジャリ
ングシステムの実機を展示

ショールームの開設

継続実施

・代理店会議実施（代表者向
け1回、実務者向け4回）

・会員用webサイトの構築

・代理店成果報奨制度創設

代理店政策の活性化

今後の予定上期の取組み
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振動シミュレーションシステム ～中間期の概況～

1,903

181

185

215

365

955

07/9
中間期

△ 2.5%△5185修理

1,746

302

141

313

803

06/9
中間期

＋9.0%＋156合計

△ 38.6%△117その他用途向け

＋52.0%＋73航空・宇宙用機器向け

＋16.6%＋52電気機器向け

＋18.9%＋152車両・車載機器向け

増減率増減額

既存設備の更新需要が活発であり、前年同期比156百万円増収の1,903百万円となりまし
た。

振動以外の環境因子と同時に試験を行うことができるオールウェザーシミュレーションシ
ステムが、自動車関連産業や航空宇宙関連産業中心に堅調に推移しました。また、オー
ルウェザー対応のチャンバー（恒温恒湿槽）の内製化を開始しました。

小型で低騒音な振動シミュレーター「mシリーズ」を07年3月に発売いたしました。また、オ
プションとして、このクラスでは世界初となる複合試験用チャンバーを開発いたしました。

新規導入案件や増設案件につきましては、前期にも見られた顧客の設置場所不足が慢
性化する傾向にあり、発注の段階で時間を要する案件が増加しております。

（単位：百万円）

0

200

400

600

800

1,000

車両・車載機器 電気機器 航空・宇宙用機器 その他用途 修理

06/9中間期

07/9中間期

小型振動シミュレーター
「mシリーズ」
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複合試験用チャンバーの内製化拡大

小型チャンバーの外販

新規・増設引き合いの早期受注活動

100億円を超える引き合いの中でも構成割合の高い、新規投資／増設案件の
早期受注を目指します。

振動シミュレーションシステム ～今後の戦略～

垂直水平切替式
オールウェザーシミュレーター

3軸オールウェザーシミュレーター 垂直単軸オールウェザーシミュレーター
（観音扉式チャンバー）

小型振動シミュレーターとの
複合用チャンバー マイグレーションテスト用チャンバー

引き合い内容内訳
（07年3月）

更新投資
約24億円

（24%）

増設
約32億円

（31%）

新規投資
約46億円

（45%）
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メジャリングシステム ～中間期の概況～

536

73

54

66

103

87

152

0７/9
中間期

614

53

67

92

100

91

209

06/9
中間期

△ 20.2%△ 13ソリューション業務

△ 4.5%△ 4振動監視装置

△ 28.2%△ 25環境信頼性評価ｼｽﾃﾑ

△ 12.6%△ 77合計

＋37.2%＋20その他・修理

＋3.0%＋2地震監視装置

△ 27.1%△56振動計測装置

増減率増減額

研究開発機能・生産機能を大阪に集約するこ
とで、開発体制の強化及び生産の効率化を図
りましたが、移管に伴い一時的に技術支援レ
ベルが低下したことにより、売上高は前年同
期比77百万円減収の536百万円となりました。

前期に新製品を投入した地震監視装置は売
上微増となり、売上が減少傾向にあった振動
監視装置は回復の兆しを見せました。

小型複合試験機チャンバーを応用し、マイグ
レーションテスト用チャンバーを開発しました。

ソリューション部門では、計測・解析に関する
新製品の開発に注力して参りました。

（単位：百万円）

0

50

100

150

200

250

振動計測装置 振動監視装置 地震監視装置 環境信頼性

評価システム

ソリューション業務

06/9中間期

07/9中間期

（百万円）
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メジャリングシステム ～今後の戦略～

非振動分野の研究開発強化

① イオンマイグレーションテスター
・ハイサイド型マイグレーションテスター

・交流インピーダンス型マイグレーションテスター

・高電圧（1000V）対応マイグレーションテスター

② ワイヤレス技術の応用

・フィールドで得た顧客ニーズをベースに、新たな用途の製品を開発しています。

新型地震計の開発

・気象庁認定の計測震度計の開発により、官公庁の更新需要を取り込みます。

新製品販売における技術支援強化

・イオンマイグレーションテスター等の新製品販売において、技術者による営業支援を強化します。
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テスト&ソリューションサービス ～中間期の概要～

285

2

121

161

07/9
中間期

247

2

70

174

06/9
中間期

＋5.5%＋0子会社外部売上

＋15.3%＋37合計

＋71.5%＋50大阪テストラボ

△ 7.5%△13東京テストラボ

増減率増減額

大阪テストラボの成長により、前年同期比37百万円増収の285百万円となりました。

国内最大級の専用施設として名古屋テストラボの開設を決定し、9月の開設を目指し
て建設工事を進めています。

設備を増強した大阪テストラボでは、鉄道車両関連需要が好調に推移し、50百万円の
増収となりました。

東京テストラボでは、名古屋地区自動車関連企業の受託試験を大阪テストラボに一部
移管した影響により、売上が微減となりました。

（単位：百万円）
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東京テストラボ 大阪テストラボ

06/9中間期

07/中間9期

（百万円）
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テスト&ソリューションサービス ～今後の戦略～

名古屋テストラボの垂直立上げ
9月開設に向けて建設工事中。垂直立上げを実現し、08年9月期売上高220百万円を目指します。

【名古屋テストラボの特長】

・突発的な試験要求に対応（国内最大級、昼夜連続運転可能）
・万全のセキュリティ体制
・顧客ニーズにあった装置ラインナップ（多軸／複合シミュレーターの導入）
・オンデマンド リコメンデーション（顧客の潜在的ニーズに合わせた提案）

鉄道車両用試験装置を大阪テストラボに設備

国際規格（IEC）の試験要求事項高度化に伴い、鉄道車両関連の振動試験が増加しています。こ
れに対応した試験装置を大阪テストラボに設備予定。08年4月の稼動に向け準備を進めています。

大阪テストラボを中心とした新たなソリューション

単に振動試験を受託することに留まらず、同一敷地内のR&D部門と共同で試験結果の計測・解
析・改善提案を実施し、オンデマンド・リコメンデーションを推進してまいります。
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研究開発の動向

環境・エネルギー問題の解決へ向けて

・輸送振動耐久評価試験装置（特許出願中）

・インテリジェント・システム・マネジメント技術

振動専業メーカーからの脱却

・次世代イオンマイグレーションテスター

・単体販売が可能なチャンバー（恒温恒湿槽）の開発

試験加速とオンデマンド・リコメンデーション

・多軸振動シミュレーションシステム

・オールウェザーシミュレーションシステム

・テーラリング
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海外戦略の動向

東南アジアへの拡販

・日系企業のR&D拠点移管増加に伴い強化

自動車・電機関連業界等の日系企業がR&D機能を東南アジアの現地拠点に移管するケースが増加しています。
現地での試験ニーズへの高まりを受けて、営業人員を増員するなど販売を強化しています。

【海外営業担当人員】

2006年3月末 3名 → 2007年3月末 5名

BRICs／VISTA市場への先行PR

・経済発展に伴う試験需要の増加の対応

近年著しい経済発展を実現しているBRICsはもとより、
今後の成長が期待されるVISTA地域に対しても販売を
促進してまいります。

BRICsのGDPの推移
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通期業績見通し（連結概要）
（単位：百万円）

9666.2%12482研究開発費

191－213199従業員数※

27848.0%267128減価償却費

20435.6%1,099391設備投資

32943.0%463199
中間（当期）純
利益

60945.0%711319経常利益

54940.8%605246営業利益

－

11.82円

2,725

07/9中間期
実績

－

43.2%

46.6%

達成
率

4.0円

19.47円

4,953

（参考）
06/9期実績

5.0円
1株当たり
配当金

27.34円
1株当たり中間
（当期）純利益

5,850売上高

07/9通期
予想

※従業員数には、期中平均臨時従業員数を含みます。

売上について、中間期は計画を下回る結果と
なりましたが、具体的な引き合いは増加傾向に
あることから5,850百万円の期首予想から変更
しておりません。

売上未達による利益の減少がありましたが、
中間期実績及び下半期予想において、計画外
の考慮すべき収益増減事項はないため、利益
予想については変更しておりません。

名古屋テストラボ向け設備投資として、中間期
には土地購入費用と工事費の一部を計上。9
月開設に向け5億円の追加投資が発生する予
定です。

下半期の研究開発活動は、次世代制御器、電
力増幅器など継続案件のフォロー及び地震計
やマイグレーションテスターの新製品開発を予
定しています。

人員計画について、下半期は新入社員10名、
その他4名の増加予定です。

利益予想に修正がないため、通常配当4円に
50周年記念特別配当1円を加え、1株当たり配
当金は5円の見通しから変更ありません。
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〔これからの50年〕
技術・ノウハウの提供

中期事業計画
PRESTO 2008

サービス事業を成長ドライブに
IMVはソリューションプロバイダーへと成長します

売 上 高

経 常 利 益 率

輸 出 比 率

配 当 金

： 67億円以上

： 15%以上

： 15%以上

： 6円

＜2008年9月期予想＞

〔今までの50年〕
技術・ノウハウの蓄積

試験装置の製造

計測・解析装置
の製造

アフターサービス
の提供

計測・解析サービス
の提供

コンサルティング

受託試験サービス

中期事業計画 ～100億円企業への飛躍～
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